
令和３年度事業報告 

 

１．事業概要  

昨年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各種行事の自粛や外出制限、人と人と

の接触回避等により企業団体や一般家庭からの受注が増えませんでした。また、地区会や安

全集会、及び普及啓発活動や各種講習会等も自粛せざるを得ませんでした。派遣事業につい

ても同様に、事業所の休業が相次ぎました。 

天候に関しては、梅雨時期に雨が降らなかった代わりに８月から９月中旬まで雨の日が続

く異常気象により、屋外の仕事に影響が出ました。 

こうした社会情勢に加えて、少子高齢化に伴う改正高年齢者雇用安定法の施行により、７

０歳までの雇用延長の努力義務化による入会者の減少に加え、会員の高齢化による退会者の

増加によって、会員数が減少しました。 

 

以下、令和３年度事業についてご報告します。 

 

（１）公益目的事業の推進 

 ① 就業分野と会員の拡大 

 ア、山口県シルバー人材センター連合会が実施する高齢者活躍人材確保育成事業の講習

会の実施に協力しました。 

  イ、全国シルバー人材センター事業協会が提唱する１００万人会員を目指して、「会員ひ

とりが一人を勧誘」をテーマに取り組みました。 

ウ、毎月、事業説明・入会手続会を実施し、入会意欲を高めるために求人中の仕事を紹

介しました。 

エ、引き続きお客様満足度調査を実施しました。 

② 普及啓発活動とボランティア活動 

 ア、全国シルバー人材センター普及啓発月間（１０月）に小規模なＰＲ活動を行いまし 

た。 

イ、市報「やまぐち」に事業説明・入会案内会やパソコン講習会の募集記事を掲載依頼

しました。 

ウ、公益目的事業を推進するため広報紙「すこやか」を年２回発行しました。 

エ、入会意欲を高めるために、リーフレットは刷新して最新情報の掲載に努めました。 

オ、ホームページは各種の最新情報を発信しました。 

カ、地区会による少人数でのボランティア活動を行いました。 

キ、ＹＩＣ学院が行うアクティブシニア就業応援事業の「おしごと相談会」に参加しま

した。 

 

（２）会員研修と技能講習会の実施 

 ① 会員研修の実施 

    ア、公益法人としてコンプライアンスを推進するため、新入会員を対象とした必修研修 

     会を実施し、事業の内容や安全就業の心得及び就業マナーの習得を図りました。 



    イ、地区会は新型コロナウイルス感染症の収束の兆しが見えないため実施できず、職群 

班では新人研修会のみ密にならない状態で実施しました。 

 ② 技能講習会の実施 

公益目的事業の推進と技能の習得を目指す、会員と一般高齢者を対象とした講習会は、 

新型コロナウイルス感染症の収束の兆しが見えないため実施できませんでしたが、会員 

のスキルアップ講習会は密にならない状態で実施しました。 

 

（３）安全・適正就業の推進 

① 安全・適正就業委員等による安全パトロールを３回実施しました。 

② 安全・適正就業基準に沿った就業を推進し、剪定班や草刈班ではチェックシートによ

る安全点検を実施しました。 

③ 適正就業ガイドラインに沿って適正就業を推進しました。 

 ④ 会員就業規約及び就業基準要綱等に沿ったローテーション及び分かち合い就業に努め

ました。 

⑤「安全就業便り」等で安全就業や交通安全の呼びかけ、及び市の特定健康診査の受診や

健康管理を呼びかけました。 

  

（４）収支相償とガバナンス及び関係機関との連携  

 ① 収支相償とガバナンス 

  ア、公益法人として義務付けられている関係書類等を山口県知事に提出するとともに、

収支相償に適合した財政運営に努めました。 

  イ、法令及び定款に沿った運営を行い、総会や理事会の運営についてもガバナンスを徹

底しました。 

 ② 関係機関との連携 

  ア、行政及び議会には引き続き事業の支援を要望しました。 

  イ、介護予防・日常生活支援総合事業の訪問型サービス（Ａ－②）は、山口市地域包括支

援センターと連携して実施しました。 

 

（５）高齢者活用・現役世代雇用サポート事業の実施 

  サービス業等の人手不足分野や現役で働く世代を支える分野での就業を促進しましたが、

新型コロナウイルス感染拡大防止による影響で事業所が休業になるなどしました。 

   

（６）入会相談、情報の提供 

① 入会を希望する高齢者に対して、定期的に事業説明・入会手続会を実施し、入会促進

に努めました。 

② 問い合わせや事務局に就業等の相談に来られた高齢者に対しては、入会方法の説明や

シルバー人材センターの情報提供に努めました。  


